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存性を示す.J‡において周波数依存性が顕著となる温度 r * (～170K)は,直流電気抵抗率のアレ



























































図1から図3で示した振舞いは,擬一次元系でよく知られたCDW や SDW などの密度波状態
における不純物にピニングされた集団励起モードと非常によく似ている【10,11ト実際,密度波状
態の集団励起モー ドでは,マイクロ波ミリ波領域で観測される交流伝導度ピークのピニング周波
数L.'Oと直流電気伝導度に非線形伝導が観測されるしきい電場Eoは,関係式
eEo～m*LJ2^ (2)
で結び付けられることが知られている.ここでm*は有効質量,人は集団励起が電場によって並
進運動するのに必要な最小距離である.
本研究でも同じ物質を用いて非線形電気伝導の測定を行った結果,r 以下の低温で比較的小さ
い電場(0.1～1V/cm)から小さいながらも明瞭な非線形伝導が観測された【12上人を梯子方向の
Cu-Cu距離(-3.95A)程度であるとして上式(2)からm*を見積もると,自由電子の質量とほぼ
同じ有効質量が得られた.これは通常のCDW とは異なり,格子変形をほとんど伴わない電荷秩
序の形成を示唆する.一方,ミリ波電気伝導度の周波数依存性から見積もられる集団励起モー ド
の振動子強度は極めて小さく,上式(2)で見積もったm*から予想される振動子強度よりも6桁以
上も小さいことが判明した.このような著しく′J､さい振動子強度を持つ集団励起は,Bechgaard
塩などのSDW 状態でも報告されているが,現在でもまだ明確な説明は与えられておらず【11ト電
子相関が重要な系における集団励起に共通の問題として考える必要がある.
4 結論
本研究では,少量のホールが梯子上に注入された梯子型鋼酸化物Sr14_a,Cad,Cu24041に対する
ミリ波領域(30GHz～100GHz)の複素電気伝導度測定から,梯子方向の交流伝導度に極めて小さ
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いながらも低温で新しい集団励起モー ドを観測した.この励起モー ドの起源はまだ特定できない
が,梯子上に少量注入されたホール間の強い相関が密接に関係していると考えられる.
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